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変
に
聞
こ
え
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、「
驚
き
」
は
人
の
能
力
や
、

政
府
の
政
策
、
企
業
の
商
品
開
発

な
ど
、
社
会
を
起
動
さ
せ
る
原
点

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル

賞
級
の
研
究
も
、
最
初
の
「
な
ぜ

こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
だ
ろ

う
」
と
い
う
驚
き
と
、
そ
の
驚
き

に
対
す
る
気
付
き
力
と
で
も
い
う

も
の
が
原
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
驚
き

力
は
才
能
の
一
種
な
の
で
す
。

　
子
供
成
長
力
の
原
点
も
驚
き
力

と
言
っ
て
も
よ
く
、「
夕
陽
は
何

で
赤
い
の
だ
ろ
う
」「
夕
陽
は
何

で
大
き
く
見
え
る
の
だ
ろ
う
」
と

の
驚
き
は
、
研
究
へ
の
発
射
装
置

と
言
っ
て
良
い
も
の
で
、
こ
れ
の

繰
り
返
し
で
、
子
供
は
好
奇
心
と

知
識
力
を
獲
得
し
て
い
く
の
で

す
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
の
日
本
人
は

驚
か
な
い
の
で
す
。「
そ
ん
な
も

の
だ
よ
」
と
訳
知
り
顔
で
納
得
し

て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
で
は
、
改

善
も
進
歩
も
創
造
も
何
も
生
ま
れ

ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
こ
の
20
年
で
日
本

人
の
家
計
所
得
は
６
６
０
万
円
程

度
か
ら
約
５
６
０
万
円
へ
と
、
１

０
０
万
円
も
減
少
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
政
治
家
な
ど
に
話

し
て
も
「
え
っ
、
そ
ん
な
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
か
」
と
反
応
す
る

人
が
き
わ
め
て
少
な
い
の
で
す
。

　
国
民
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
こ

そ
政
治
は
あ
り
、
そ
の
た
め
に
経

世
済
民
の
経
済
学
は
あ
り
、
こ
の

事
実
を
主
権
者
に
届
け
る
た
め
に

メ
デ
ィ
ア
は
あ
る
の
に
、
こ
れ
ら

が
さ
っ
ぱ
り
機
能
し
て
い
な
い
た

め
に
、
こ
う
し
た
重
大
な
事
実
を

主
権
者
の
ほ
と
ん
ど
は
数
字
的
に

は
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
デ
フ
レ
経
済
が
続
い
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
歳
出
削
減
と
消

費
増
税
と
い
う
デ
フ
レ
促
進
策
を

繰
り
返
し
て
き
た
財
政
運
営
の
間

違
い
の
ツ
ケ
が
、
成
長
し
な
い
経

済
、
伸
び
な
い
税
収
、
貧
困
化
す

る
国
民
、
日
本
の
世
界
に
お
け
る

経
済
的
地
位
の
転
落
と
言
え
る
ほ

ど
の
低
下
を
生
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。

　「
そ
ん
な
に
貧
困
化
し
た
の
か
」

と
い
う
驚
き
こ
そ
が
、
令
和
の
財

政
・
経
済
運
営
を
好
転
さ
せ
る
の

で
す
。

「
驚
き
」
を
失
っ
た
国

既
存
道
路
の
価
値
再
評
価
へ
５
項
目

10

が
重
な
る
例
が
多
く
、
両
庁
と
連

携
策
を
構
築
―
―
と
ア
ピ
ー
ル
。

■
企
業
と
の
協
働
体
制
も

　
③
で
は
、
活
動
資
金
難
、
人
材

難
の
問
題
の
中
身
を
掘
り
下
げ
分

析
が
必
要
／
活
動
を
支
援
す
る
諸

制
度
を
有
効
に
使
う
能
力
に
地
域

差
が
あ
り
、
各
種
事
業
支
援
制
度

へ
の
企
画
、
申
請
、
管
理
、
報
告

を
ア
ド
バ
イ
ス
・
支
援
す
る
「
日

本
風
景
街
道
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
仮

称
）
を
設
置
／
日
本
風
景
街
道
登

録
を
目
指
す
地
域
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供
す
る
申
請
支
援
／
地
域
活
性

化
に
寄
与
で
き
る
日
本
風
景
街
道

の
有
効
性
を
説
明
し
企
業
等
と
の

協
働
体
制
を
構
築
―
―
な
ど
指
摘
。

　
④
で
は
、
道
の
駅
は
情
報
提
供

に
苦
労
。
日
本
風
景
街
道
の
利
点

は
道
の
駅
に
至
る
沿
道
風
景
づ
く

り
や
地
域
と
ル
ー
ト
を
辿
る
情
報

提
供
で
、
連
携
・
分
担
を
図
る
。

重
点
「
道
の
駅
」
の
公
募
選
定
で

優
先
的
に
評
価
す
る
事
項
に
「
風

景
街
道
等
と
の
連
携
」
が
加
わ
っ

た
。
道
の
駅
設
置
者
の
地
方
自
治

体
を
巻
き
込
ん
だ
協
議
・
調
整
が

必
要
―
―
と
強
調
。

■
魅
力
的
な
道
づ
く
り
を

　
⑤
で
は
、
日
本
風
景
街
道
自
治

体
連
絡
会
に
加
盟
す
る
市
町
村
が

管
理
す
る
道
路
で
は
、
率
先
し
て

美
し
い
道
・
魅
力
的
な
道
づ
く
り

に
取
り
組
む
―
―
と
提
言
し
た
。

■
地
域
活
性
化
へ
の	

	

　
役
割
を
再
認
識

　
提
言
は
「
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ 

ー
ク
が
日
本
列
島
に
整
い
つ
つ
あ

る
今
、
改
め
て
枝
道
、
脇
道
、
古

道
を
含
め
た
既
存
道
路
の
価
値
を

再
評
価
し
、 

地
域
活
性
化
へ
の
役

割
を
再
認
識
し
、
日
本
風
景
街
道

が
掲
げ
る
真
の
目
的
実
現
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
。

　
①
日
本
風
景
街
道
の
水
準
を
高

め
る
美
し
い
・
魅
力
的
な
道
づ
く

り
を
推
進
②
日
本
風
景
街
道
の
主

要
ル
ー
ト
と
枝
道
、
脇
道
、
古
道

等
を
結
節
し
、 

辿
れ
る
ル
ー
ト
の

明
確
化
③
日
本
風
景
街
道
の
実
効

性
の
高
い
支
援
体
制
を
構
築
④
目

的
が
類
似
、
関
連
す
る
制
度
や
施

策
と
の
連
携
に
は
、
日
本
風
景
街

　
日
本
風
景
街
道
自
治
体
連
絡
会
（
会
長
・
熊
川
栄
群
馬
県
嬬
恋
村
村

長
）
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
風
景
街
道
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
代
表
理
事
・
石
田
東

生
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
は
５
月
、
国
土
交
通
省
に
日
本
風
景
街
道
の

発
展
へ
向
け
た
第
２
回
提
言
を
し
た
。

　ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手

が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、

歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ
と
続
い

て
い
く
こ
と
へ
の
願
い
を
こ
め
て
表
現
し
た
。

日
本
風
景
街
道
自
治
体
連
絡
会
が
国
交
省
に
発
展
へ
向
け
た
第
２
回
提
言

道
が
担
え
る
利
点
を
説
明
し
、
Ｗ

ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
つ
く
る

⑤
自
ら
の
管
理
道
路
で
先
行
実
践

―
―
の
５
項
目
を
掲
げ
た
。

■
道
の
質
を
高
め
る

　
①
で
は
、
世
界
水
準
の
観
光
立

国
実
現
の
た
め
道
の
質
を
高
め
る

／
高
速
道
路
の
整
備
が
進
む
中
、 

並
行
す
る
幹
線
道
路
の
質
的
改
良

が
必
要
で
新
た
な
機
能
・
形
と
し

て
日
本
風
景
街
道
と
の
連
携
が
重

要
／
北
海
道
開
発
局
が
試
行
す
る

「
秀
逸
な
道
」
を
参
考
に
日
本
風

景
街
道
の
水
準
を
高
め
る
道
づ
く

り
を
推
進
／
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
に
よ
る
更
新
、 

強
靭
化
が
推

進
さ
れ
て
い
る
今
が
低
コ
ス
ト
で

美
し
い
道
、
魅
力
的
な
道
再
生
の

チ
ャ
ン
ス
―
―
と
述
べ
る
。

　
②
で
は
、
主
要
ル
ー
ト
か
ら
技

道
、
脇
道
、
古
道
を
辿
る
ル
ー
ト

の
明
確
化
／
枝
道
、
脇
道
、
古
道

等
に
物
語
が
あ
り
、
風
景
や
生

活
文
化
等
、 

日
本
文
化
に
触
れ
合

い
、
体
感
す
る
舞
台
で
外
国
人
観

光
客
の
地
方
誘
致
に
効
果
／
地
域

で
は
世
界
遺
産
、
日
本
遺
産
、
テ

ー
マ
別
観
光
な
ど
文
化
庁
や
観
光

庁
が
推
進
す
る
施
策
と
活
動
団
体

国土学アナリスト
　

■シーニックバイウェイと観光地域づくり
　「日本風景街道大学ニセコ羊蹄キャンパス×シーニックバイウェ
イ北海道推進協議会」が 9 月 20 日、北海道ニセコ町のニセコ町民
センターで開かれる。国際観光地ニセコ町の特性を踏まえて「シー
ニックバイウェイと観光地域づくり」がテーマ。同町のインバウン
ドの取り組みを紹介するほか景観の保全・活用など地域活性化を考
える。シーニックバイウェイとして日本風景街道の活動先進地の北
海道だが、日本風景街道大学が開催されるのは初めて。

夜叉ヶ池の里さかうち
乾誠二駅長代理

　岐阜県と滋賀県の県境に位置し、豊か

岐阜県揖斐川町坂内広瀬 306
国道 303 号　TEL.0585-53-2262

で美しい自然と新鮮な空気に囲まれた道の駅です。
施設内では坂内の新鮮な食材を生かしたメニュー、
特産品が豊富で、「ダムカレー」や「ふきみそ」が
人気です。新緑や紅葉時の登山で親しまれている
夜叉ヶ池や坂内バイクランドは近くです。

風のマルシェ御前崎
井上圭一郎副駅長

　農産物直売所では採れたて新鮮な野

静岡県御前崎市合戸海岸 4384-1
国道 150 号　TEL.0537-85-1177

菜・果物をはじめ、さわやかな香りでふくよかな
味わいの「つゆひかり」や、脂の甘みがあり肉の
コクが楽しめる「遠州夢咲牛」など御前崎ブラン
ドも取り揃えています。直売所ご利用客が先日、
2014年の開設以来延べ100万人に達しました。

のと里山空港
前田正彦駅長

　空の玄関口である「空港」と「道の

石川県輪島市三井町洲衛 10-11-1
柏木穴水線（珠洲道路）　TEL.0768-26-2000

駅」の機能を併せ持った当施設は、奥能登のひと・
もの・情報の拠点としての役割を担っています。
ご当地ブランド牛「能登牛」と新鮮な野菜を使っ
た「能登牛丼」やオリジナルブレンドの能登空
港ソフトクリームを、ぜひご賞味ください。

特許第 5731048 号　専用実施権保有　特許第 5885874 号　専用実施権保有

オーキット株式会社

次世代風力発電で地域貢献を！～熱い思いをつなぐ「風」のリレー～
　
風
力
発
電
に
は
「
水
平
軸
型
」
と
「
垂
直
軸
型
」

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
海
沿
い
の
道
や
山
道
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
て
、
急

に
視
界
が
開
け
た
先
に
大
き
な
風
車
が
回
っ
て
い

る
、
そ
ん
な
風
景
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
堂
々
と
立
つ
大
き
な
風
車
、
そ
れ
が
「
水
平
軸

型
」
で
す
。
風
力
発
電
と
い
え
ば
、
こ
の
風
車
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、こ
れ
か
ら
の
風
力
発
電
は
「
垂
直
軸
型
」

が
主
流
に
な
る
…
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
そ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
効
率
」
と
「
環
境
」。「
水
平
軸
型
」

は
強
い
風
が
吹
く
方
向
に
風
車
を
向
け
る
な
ど
、
立

地
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
又
、
構
造
か
ら
発
生
す
る

騒
音
が
気
に
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
住
宅
地
等

へ
の
設
置
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
「
垂
直
軸
型
」
は
微
風
で
も
発
電
が

可
能
で
、
建
築
物
の
屋
上
等
で
も
条
件
が
合
え
ば
後

か
ら
設
置
が
可
能
で
す
。
構
造
的
に
も
低

騒
音
で
、
住
宅
街
や
公
共
施
設
に
も
設
置

で
き
る
た
め
、
ま
さ
に
日
々
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
う
次
世
代
の
発
電
シ
ス
テ
ム
と
い

え
ま
す
。

　
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
こ
の
「
垂

直
軸
型
」の
研
究
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

彼
は
15
年
前
に
恩
師
と
二
人
で
、
不
可
能

と
い
わ
れ
た「
20
ｋ
ｗ
垂
直
軸
型
発
電
機
」

の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
を

経
て
、
恩
師
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
た
っ

た
一
人
で
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
今
や
っ
と

製
品
化
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。

　
私
達
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
恩
師

か
ら
彼
に
渡
さ
れ
た
「
風
」
の
バ
ト
ン
を

受
取
り
、
世
界
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
長
年
の
研
究
開
発
を
世
に
羽

ば
た
か
せ
、
社
会
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
今
度
は
私
達
が
頑
張
る
番
で
す
。


